
　
ま
ち
に
人
・
モ
ノ
・
外
貨
　

　
を
呼
び
込
む

▪
関
係
人
口
の
拡
充

　
「
鹿
角
家
」
の
交
流
拠
点
施
設
に
新
た

に
宿
泊
機
能
を
追
加
し
、
古
民
家
を
活
用

し
た
滞
在
型
の
体
験
ツ
ア
ー
を
充
実
さ

せ
、
交
流
を
深
化
さ
せ
な
が
ら
関
係
人
口

の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
出
身

の
若
者
を
対
象
と
し
た
鹿
角
家
Ｕ
25
で

は
、
ふ
る
さ
と
仕
送
り
便
に
加
え
、
新
た

に
首
都
圏
で
の
交
流
会
を
開
催
し
、
ふ
る

さ
と
へ
の
愛
着
と
Ｕ
タ
ー
ン
機
運
の
醸
成

を
図
り
ま
す
。

▪
交
流
人
口
の
拡
大

　

東
京
都
葛
飾
区
と
の
交
流
に
お
い
て
、

産
業
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
や
本
市
の
木
材
の

利
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
事
業
所
や
団
体
と
首
都
圏

の
大
学
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

域
学
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
、
大
学

が
有
す
る
人
的
・
知
的
資
源
と
本
市
の
地

域
資
源
を
相
互
に
有
効
活
用
し
、
地
域
課

題
の
解
決
に
い
か
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
武
蔵
野
大
学
の
専
門
研
究
ゼ

ミ
の
誘
致
に
加
え
、
新
た
に
本
市
で
調
査

研
究
活
動
を
行
う
大
学
を
誘
致
す
る
と
と

も
に
、
テ
ー
マ
に
応
じ
て
市
内
に
鹿
角
版

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
置
し
、
本

　
未
来
に
羽
ば
た
く

　
人
材
を
育
て
る

▪
学
校
教
育
の
充
実

　　
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
あ
る

授
業
を
展
開
す
る
た
め
に
、
学
習
活
動
の

基
盤
と
な
る
学
習
集
団
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
年
２
回
実
施
し
、
各
種
学
力
検
査
の
結

果
と
と
も
に
分
析
を
行
い
、
学
級
経
営
や

授
業
改
善
に
生
か
す
ほ
か
、
児
童
生
徒
の

学
力
の
向
上
に
役
立
て
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
に
触
れ
る
体

験
活
動
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を

も
ち
、
地
域
の
良
さ
を
積
極
的
に
発
信
し

よ
う
と
す
る
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
児
童
生
徒
の
地
元
企
業

に
お
け
る
職
場
体
験
や
、
地
域
行
事
へ
の

参
加
を
推
進
し
、
将
来
の
夢
と
望
ま
し
い

職
業
観
を
育
み
ま
す
。
併
せ
て
、「
ふ
る

さ
と
か
づ
の
絆
プ
ラ
ン
事
業
」
で
は
、
体

験
活
動
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
学
区
内
だ
け
で

な
く
市
内
全
域
に
広
げ
、
小
・
小
連
携
や

中
・
中
連
携
な
ど
を
通
し
て
、
鹿
角
市
全

体
を
「
我
が
ふ
る
さ
と
」
と
捉
え
る
こ
と

の
で
き
る
児
童
生
徒
を
増
や
し
ま
す
。

　
電
子
黒
板
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
一
層

の
活
用
を
図
り
、
情
報
モ
ラ
ル
の
視
点
を

持
っ
た
学
習
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
言
語
活
動
を
充
実
さ
せ
て
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
対
応
す
る
能
力
を
育
成
し
ま
す
。

　

特
別
教
科
の
道
徳
で
は
自
己
を
見
つ

め
、
物
事
を
多
面
的
・
多
角
的
に
捉
え
、

生
き
方
に
対
す
る
考
え
を
深
め
ら
れ
る
学

習
に
な
る
よ
う
、
授
業
の
質
的
改
善
を
図

り
ま
す
。

▪
生
涯
学
習
の
推
進

　
生
涯
学
習
活
動
の
効
果
的
な
推
進
に
向

け
て
、
社
会
教
育
や
福
祉
関
係
団
体
、
自

治
会
な
ど
と
の
一
層
の
連
携
を
図
り
ま

す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
に
よ

る
情
報
発
信
の
強
化
や
多
様
な
学
び
の
機

会
の
提
供
の
ほ
か
、
図
書
館
を
拠
点
と
し

た
学
び
の
充
実
に
向
け
て
、
図
書
館
施
設

の
更
新
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
に
向
け
た
学

習
機
会
の
提
供
や
学
習
活
動
支
援
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
連
携
・
協
働
し
て
行
う
地
域

学
校
協
働
活
動
と
と
も
に
、
家
庭
教
育
支

援
や
青
少
年
の
健
全
育
成
を
支
え
る
市
民

活
動
の
推
進
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
地
域
全
体
で
支
え
る
地
域
の
教
育
力

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
地
域
特
性
や
各
世
代
に
対
応
し
た
学
習

と
活
動
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
歴

史
や
伝
統
、
文
化
、
地
域
人
材
を
生
か
し

た
学
習
活
動
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
る
学
習

機
会
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
学
び
の
成

果
を
地
域
に
還
元
し
、
次
世
代
に
継
承
す

る
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
、
国
籍
に
か
か

わ
ら
ず
生
涯
に
わ
た
り
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
学
び
の
場
の
提
供
や
交
流
機
会

の
拡
充
、
相
互
理
解
の
促
進
に
よ
り
、
誰

も
が
尊
重
さ
れ
、
共
に
学
び
あ
え
る
生
涯

学
習
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▪
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　
体
力
や
年
齢
に
応
じ
、
生
涯
を
通
じ
て

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
や
タ
ー
ト
ル
マ
ラ

ソ
ン
な
ど
、
気
軽
に
親
し
む
こ
と
の
で
き

る
運
動
機
会
を
創
出
し
、
健
康
づ
く
り
に

対
す
る
市
民
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
「
ス
キ
ー
と
駅
伝
の

ま
ち
」
を
掲
げ
、
十
和
田
八
幡
平
駅
伝
競

走
全
国
大
会
や
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手

権
大
会
な
ど
各
種
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
開
催
を
通
じ
て
、
地
域
活
性
化
や
ま
ち

づ
く
り
に
も
寄
与
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
促
進
と
整
備
に

つ
い
て
は
、
東
山
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
エ

リ
ア
を
は
じ
め
、
恵
ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
環

境
の
中
で
、
利
用
者
が
安
全
か
つ
快
適
に

使
用
で
き
る
よ
う
、
老
朽
施
設
の
改
修
や

用
具
な
ど
の
さ
ら
な
る
充
実
を
計
画
的
に

進
め
ま
す
。

▪
文
化･

芸
術
の
振
興

　
文
化
の
杜
交
流
館
を
拠
点
と
し
た
文
化

芸
術
鑑
賞
機
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
郷
土
の
伝
統
芸
能
や
市
民
の
文
化
芸

術
活
動
を
支
援
し
、
特
色
あ
る
文
化
芸
術

活
動
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
は
、

保
存
会
や
関
係
団
体
が
行
う
後
継
者
育

成
、
継
承
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

将
来
に
向
け
た
文
化
財
の
保
存
活
用
を
図

る
地
域
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。ま
た
、

歴
史
民
俗
資
料
館
や
先
人
顕
彰
館
な
ど
に

お
い
て
、
郷
土
の
歴
史
や
民
俗
資
料
の
調

査
研
究
の
成
果
に
基
づ
い
た
学
習
機
会
の

提
供
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
大

湯
環
状
列
石
に
つ
い
て
、「
北
海
道
・
北
東

北
の
縄
文
遺
跡
群
」の
一
層
の
連
携
の
も
と
、

国
内
外
へ
の
情
報
発
信
を
図
る
と
と
も
に
、

魅
力
あ
る
地
域
資
源
と
し
て
観
光
や
地
域
活

性
化
に
向
け
た
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

市
で
学
ぶ
学
生
を
増
や
し
ま
す
。
ま
た
、

研
究
成
果
は
、
市
民
公
開
講
座
で
報
告
す

る
ほ
か
、
市
内
の
中
・
高
校
生
向
け
の
特

別
講
義
を
開
催
し
、
中
・
高
校
生
が
地
域

の
良
さ
や
課
題
に
目
を
向
け
、
新
た
な
価

値
の
創
造
や
自
主
的
な
問
題
解
決
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
意
欲
を
育
み
ま
す
。

　
▪
移
住
・
定
住
の
促
進

　
移
住
に
関
心
の
あ
る
子
育
て
中
の
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
を
対
象
と
し
た
移
住
体
験
ツ

ア
ー
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
や
動
画

を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
積
極
的
に
展
開

し
ま
す
。
ま
た
、
人
口
構
造
の
若
返
り
を

目
指
し
、
若
年
層
の
呼
び
込
み
と
若
者
定

着
に
よ
っ
て
地
域
社
会
の
担
い
手
を
確
保

す
る
た
め
、
本
市
で
働
き
な
が
ら
奨
学
金

を
返
還
す
る
方
を
支
援
し
ま
す
。

▪
ブ
ラ
ン
ド
農
畜
産
物
の

　
販
売
促
進

　
シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
や
啓
翁
桜
な
ど
の

花
き
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
需
要
が
高

ま
る
時
期
に
合
わ
せ
た
出
荷
が
可
能
で
あ

る
ほ
か
、
冬
期
作
物
と
し
て
も
安
定
収
入

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
生

産
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
か
づ
の
牛
に
つ
い
て
は
、頭
数
の
維
持・

拡
大
を
支
援
し
、
枝
肉
出
荷
頭
数
１
０
０

頭
台
の
達
成
と
早
期
Ｇ
Ｉ
登
録
に
向
け
、

関
係
機
関
や
畜
産
農
家
と
連
携
し
な
が

ら
、
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

▪
稼
げ
る
観
光
振
興

　
市
内
の
民
俗
芸
能
な
ど
が
一
堂
に
会
す

る
鹿
魂
祭
を
、
市
制
施
行
50
周
年
を
記
念

し
て
「
大
鹿
魂
祭
」
と
し
て
開
催
す
る
ほ

か
、
国
立
公
園
八
幡
平
エ
リ
ア
の
魅
力

ア
ッ
プ
構
想
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果

や
課
題
を
踏
ま
え
、「
稼
げ
る
観
光
」
の

さ
ら
な
る
具
現
化
を
図
り
な
が
ら
、
戦
略

的
に
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

▪
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
育
成

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
た
実
行
計
画
を
策
定
し
、
豊
か
な
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
か
し
た
新
た
な
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
な
ど
、
市
内
産
業

の
活
性
化
策
の
具
現
化
を
目
指
し
ま
す
。

　「
世
界
遺
産
の
ま
ち
」
を

　
つ
く
る

▪
世
界
遺
産
の
ま
ち
づ
く
り

　
大
湯
環
状
列
石
の
世
界
文
化
遺
産
登
録

１
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
の
ほ

か
、
体
験
学
習
や
ガ
イ
ド
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
講
座
を
開
催
し
、
遺
跡
を
適
切
に
保
全

す
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
本
市
の
持
つ
歴
史
・
文
化
の

魅
力
を
体
感
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
の

ほ
か
、
北
秋
田
市
と
連
携
し
て
体
験
型
観

光
コ
ー
ス
を
造
成
し
、「
世
界
遺
産
の
ま

ち
・
か
づ
の
」
と
し
て
の
認
知
度
を
向
上

さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
大
湯
環
状
列
石
Ｊ
Ｏ

Ｍ
Ｏ
Ｎ
体
感
促
進
事
業
に
よ
り
、
遺
跡
の

魅
力
を
よ
り
深
く
、
よ
り
リ
ア
ル
に
体
験

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
を
進
め
ま

す
。　

ま
ち
の
経
営
力
を
高
め
る

▪
未
来
技
術
の
導
入

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
よ
っ
て
行

政
事
務
の
迅
速
化
と
効
率
化
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
施
策
推
進
の
基
盤
と
な
る
行
政

の
経
営
力
を
高
め
ま
す
。

▪
地
域
人
材
の
育
成
・

　
活
動
支
援

　
地
域
の
課
題
解
決
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強

化
す
る
た
め
、
市
長
と
地
域
住
民
が
意
見

交
換
す
る「
地
域
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
新
た
に
開
催
し
、
市
民
や
地
域
と
の
対

話
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　令和４年第２回市議会定例会で教育
長が発表した「教育執行方針」から、
教育行政における本市が目指す方向性
と今年度の取り組みをお伝えします。
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